　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   

助成事業完了報告書
日本財団　会長　　笹川 陽平　殿
報告日付：　2015年　3月27日
事業ID：　2014241806
事業名： 障害者支援施設「マーシ園八乙女」の改造
団体名： 社会福祉法人　マーシ園
代表者名： 理事長　島田 勝由
TEL：　0763－82－0490
FAX： 0763－82－3251
事業完了日：　2015年　3月20日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業費総額　　　 １６，６２０，８００円　（収支計算書に記載する決算額）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　 　　 

自己負担額　　　　　３，９３０，８００円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　　
助成金額       １２，６９０，０００円　（千円未満は切り捨て）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　  　　 　　
事業内容：　　建築後、26年を経過しており高齢重度化や在宅障害者の受入枠拡大に対応した施設の改造を行い、就労環境の改善を図る。

　（１）便所

　　　・湿式タイル方式にて建築されており、タイル目地に尿汚染が残り、異臭を放つ不衛生な環境を改善する。

　　　・和便器や片開戸により、肢体不自由者が使用できないため、バリアフリー化を実施する。

　（２）洗面所の増設

　　　・利用者の増加や、高齢重度化により洗面所が不足している。また、既存の洗面所は車椅子対応となっていない。食事前の適切な手洗いを励行するため洗面所を増設する。

　（３）断熱改修工事（結露防止対策）

　　　・建築以来、冬期間における壁面の結露に悩まされていた。床には水溜りが生じるなど、片麻痺や杖歩行の利用者にとって、転倒防止事故につながるリスクと常に向き合ってきた。高齢重度化により注意力が低下した利用者へ安全を担保する必要性に迫られている。また、結露水に伴うカビ等の発生により衛生面の配慮も不可欠と言える。食事を摂る場所にふさわしい改造を実施する。
　（４）身体障害者用便所にナースコール設備を接続

　　　・平成19年度に重症心身障害児（者）通園事業（Ｂ型施設）用スペースの改修整備を実施したところであるが、マーシ園八乙女建屋と連動したナースコールとしておらず、使用できない状況が続いている。全てのナースコールと連動したシステムに改造することで、安全配慮義務に応じた身体障害者用便所として供用する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
事業目標の達成状況：　　　　　　　　
　（１）便所

　　　・２箇所の便所出入口を全て自動ドアに改造した。かつ、これまで設けていなかった暖房設備も導入した。
　　　・床などを乾式工法に改造したことから、衛生的な便所となった。

　　　・男女共用としていた便所を、男性専用・女性専用に分離することで、利用者および職員・外来者に対するプライバシーに配慮ができるようになった。

　（２）洗面所の増設

　　　・既存の洗面所１箇所に頼っていたことから、順番を待つ利用者の列ができる状態であった。主として入所利用者側、主として在宅障害者側に其々洗面所を増設したことから、１回の手洗に要する時間を十分確保できるようになり、特に感染症予防期間における手洗励行に抜群の効果を発揮している。

　　　・車椅子対応型の洗面所を設けたことから、無理なく洗面にアプローチすることが可能となった。
　（３）断熱改修工事（結露防止対策）

　　　・結露防止対策として設けていた雪囲いを取り外し、断熱改修を実施した効果を確認したところである。
　　　・発泡ウレタンを吹付した壁面では、高断熱・高気密性能によりカビやダニ被害を大幅に軽減できる。
　　　・結露水による水溜りの発生は、完全に除去できた。

　（４）身体障害者用便所にナースコール設備を接続

　　　・これまで、緊急に備えたシステムになっておらず、利用者から不安の訴えが寄せられていた。便座や車椅子への移乗に対し、バランスを崩す恐れのある利用者や体調の変化による緊急対応が可能となり、安心・安全な障害福祉サービスの提供につながっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業成果物：　添付の写真を参照願います。
